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1 海後宗臣『歴史教育の歴史』（東京大学出版会、1969年）92～95、109頁。 
2 松島栄一「歴史教育の歴史」（『岩波講座 日本歴史』第 22巻 別巻[1]、岩波書店、1963年）263

























第一次教育令（太政官布告第 40号、1879年 9月公布）第 3条には「小学校ハ普通
ノ教育ヲ児童ニ授クル所ニシテ、其学科ヲ読書・習字・算術・地理・歴史・修身等ノ
初歩トス」とあり、歴史が学科として成立している6。1880 年（明治 13）2 月に改定
された東京師範学校の「東京師範学校附属小学教則」「附属小学課程一覧表」7の歴史
では、上等小学第 6学年（上等 4年制・下等 4年制）5級から第 7学年 4級にかけて





                                                     
4 本稿は、拙論「近代日本歴史教科書史研究」（博士論文、東北大学大学院教育学研究科、2010年）
の第 1章第 1節を、修正の上、個別論文化したものである。 
5 橋本美保「官立大阪師範学校における小学教則の編成とその普及――近代カリキュラムと教授法の





















教員心得」（文部省達第 19号、1881年 6月 18日制定）等とともに位置づけられてい
る11。「小学校教則綱領」の「第三章 小学各等科程度」第 15条を以下に記す。 







                                                     
8 上埜目小学校・岩出山小学校・下野目小学校の文部卿河野敏鎌あて小学校教則「認可願」（「明治十
三年 小学教則認可綴 学務課」、宮城県公文書館所蔵）。 














3巻 歴史意識はどうつくられてきたか、大月書店、1993年）、注 5水原著書「第三章 カリキュラ
ムの儒教主義化と基準性強化」ほか、吉岡亮「儒教主義・文明史・愛国――明治十年代における教育
の中の〈歴史〉――」（『国語国文研究』第 127号、北海道大学国語国文学会、2004年）、沼田哲「第





































                                                     





14 以下、「小学校教則綱領」歴史の検討には、注 2松島論文、注 11稲垣著書第一部第二章第一節「「小
学校教則綱領」の分析」、注 1海後『歴史教育の歴史』、注 11田中「Ⅰ 近代歴史科史」「一 小学校
歴史科の成立――教科論的視点よりの試論――」、注 11山住「尊王愛国から忠君愛国へ」、注 5水原
著書「第三章 カリキュラムの儒教主義化と基準性強化」、注 11吉岡論文等を参照した。 




















                                                     
16 『出版月評』第 12号（1888年 7月 28日）287頁。 
17 たとえば、松浦果著『小学国史略』巻之上・下（村上勘兵衛出店ほか発兌書林、1875年 3月官許、
1875年 5月刻成、国立教育政策研究所教育研究情報センター教育図書館所蔵）、宮本茂任編輯『小学
















頁。この件に関しては、注 11土屋著書 265～267頁、注 1海後『歴史教育の歴史』「6 歴史の教則と
聖旨」、注 5水原著書 218～221頁を参照。 






















                                                     
22 ただしこの発言は、外国歴史・地理を学科に加えるなと言っているわけではない。明治法制経済史
研究所編『元老院会議筆記』前期第九巻（元老院会議筆記刊行会、1965年）770頁。1880年 12月 22










教則綱領」制定は 1881年 5月 4日であり、いまだ「明治 14年の政変」は表面化していない。 
26 注 11吉岡論文 60頁。吉岡論文は、明治 10年代の小学校歴史教育の動向を、「儒教主義」と文明史
観という二つの言説の関係性から考察している。そのなかで、「小学校教則綱領」の下線④⑤⑥に、
福沢諭吉『文明論之概略』等にみられる文明史観の影響を認めている。 






























                                                     
28 注 11稲垣著書 31～32頁。 
29 注 5水原著書 223～224、847～848頁。 
30 注 20『江木千之翁経歴談』上巻 67頁。 
31 注 20『江木千之翁経歴談』上巻 62頁。注 11土屋著書は、「小学校教員心得」に対する元田の意見
の反映を推測している（260～261頁）。 
32 江木はこの部分を、「本邦固有の道徳の要目」と回顧している（注 20『江木千之翁経歴談』上巻 56
頁）。 
33 この点については、注 27羽賀論文 111頁で指摘されている。 







































                                                     
35 注 11吉岡論文 60頁。 
36 「殊ニ」の重要性は、注 11山住「尊王愛国から忠君愛国へ」67頁で指摘されている。 
37 注 1海後『歴史教育の歴史』60頁。 
38 『小学史談』の歴史的位置については、注 3拙稿の「三 金港堂版小学校歴史教科書の特質とその
変容」を参照。『帝国小史』の歴史的意義については、注 2寿福論文を参照。 
39 詳細については、注 4拙論第 1章第 2節を参照のこと。この件に関する別稿を予定している。 
